
フィリピン共和国イロイロ市
コミュニティ防災推進事業
(CBARAD プロジェクト)
要約版

2015年 4月 〜 2017年 3月



2 CBARAD プロジェクト - 要約版

概要

概要

気候や地震等の自然災害の脅威が世界的に高ま
っています。中でも、アジア太平洋地域の低中所
得都市の被害が深刻です。イロイロ市はシティネ
ット横浜プロジェクトオフィス、横浜市とパート
ナーシップを結び、JICAの資金援助のもとイロイ
ロ市の地域防災力向上プロジェクト(CBARAD)を
2012年~2017年にかけて実施しました。CBARAD
はコミュニティレベルの気候変動対応策およびイ
ロイロ市の災害への強靭性強化計画を考案し、ま
た自立したコミュニティを形成するために市民の
意識を向上しました。

2008年、超大型台風フランクが襲来し、イロイロ
市に広範囲にわたる損害をもたらし人命を奪いま
した。最も深刻な被害にあったのはJaro地区で、
ほとんどの家屋が2mに達する洪水により浸水し
ました。この洪水は市内外の農地にも大きな影響
を与えました。

災害とりわけ洪水への強靭性を強化するために、
イロイロ市は横浜市に、イロイロ市の住民と行政
がより良い災害準備を行えるよう、プログラムを
開発するための支援を依頼しました。その結果、
この5 年間に8件の条 例の制定や決議を行うほ
か、いくつかのイニシアチブ、例えば災害地図、避
難のための地図と手順、学校への防災教育プログ
ラム、社会的弱者のプロファイリング、BDRRMC 

( バラン ガイ災 害リスク 軽 減・管 理 委 員 会 )と
CDRRMC(イロイロ市災害リスク軽減・管理委員
会)の設置、早期警告システムの開発等を行いま
した。CBARADプロジェクトの特筆すべき点の一
つに、KABALAKAギャラリーがあります。このギ
ャラリーは防災教育のための施設で、人々は災害
の軽減および防止について学ぶことができます。
このプロジェクトはまた、研究機関や民間団体な
どの様々なステークホルダー間の連携を可能にし
ました。

CBARADを通して、イロイロ市は効果的なコミ
ュニティレベルの気候変動対応策および災害へ 
の強靭性強化計画を作成しました。CBARADプ
ロジェクトの主な目標はイロイロ市の災害の被害 
を防止し、準備し対応できる自立したコミュニ 
ティを構築するために、市民の能 力を向上する 
こと及びCDRRMCのシステム化された運営方法
の構築です。

この報告書には2017年時点までの情報とデータ
を含みます。
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はじめに

はじめに

イロイロ市の概要
イロイロ市は西ビサヤ地方の中心 都市であり、 
フィリピンのパナイ島 の南岸部に位置する。

同市は市の人口および都市の生態系に影響を及
ぼすような自然災害および人災に対し脆弱であ
る。また地理的な位置により、市はその歴史をと
おして始終、深刻な洪水被害に脅かされている。
毎年多くの台風や熱帯性低気圧がイロイロ市で
地滑りを引き起こす。たとえば、フィリピンの熱帯
低気圧のうち20%がイロイロ市に被害をもたらす
ほどである。

面積：7,834ヘクタール 
人口：447,992人（2015年） 
バランガイ：180 
地区：7 
地理的な特徴：平地、2つの川、1つの入り江

イロイロ市の災害
イロイロ市の自然災害:
•	 台風
•	 高潮
•	 洪水
•	 地震

人為的な災害 
•	 海水の侵入
•	 地下水の汚染
•	 火災

イロイロ市の脆弱性
•	 火災が起きやすい155のバランガイ
•	 高潮が 起きやすい25の沿岸部のバランガイ 

台風フランクは同市が経験した中で最も深刻な被
害をもたらした台風です。2008年6月18日～23日、
台風フランクがイロイロ市に襲来し暴風雨をもた
らしました。イロイロ市の80%は鉄砲水により浸水
しました。台風は家や財産を押し流し、多くの人命
を奪い、低地の住民を溺死させるとともに、何百万
ドルにも相当する財産被害をもたらしました。 

台風フランクの被害:
•	 1億9600万～2億3千万㎥の水がイロイロ市を 
	 浸水させた
•	 被害人数254,275名
•	 死者28名
•	 負傷者170名
•	 1,641万米ドルの経済被害

環境被害:
•	 流域からの土壌侵食220万㎥
•	 70,760本の樹木被害

•	 津波
•	 液状化
•	 海面上昇
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枠組みと進行過程

2012年~2017年の間に2つのフェーズのCBARAD 
プロジェクトがイロイロ市で実施されました。

このプロジェクトは、行政、教育機関及びコミュニ
ティ間のDRR連携を増加させることで、市の職員、
子ども、高齢者、障がい者を含む社会的弱者を 
対象とすることができ、その結果、災害準備にす
べてのセクターからの参加が可能となりました。
各フェーズは本質的には関連のある3つのコンポ
ーネントから成り立っています。CBARADプロジェ
クトの長期的な目標はこのプロジェクトで行う訓
練や活動をイロイロ市全体で実施し、フィリピン 
のほかの 都 市と世界中に優 良事例を共 有する 
ことです。

枠組みと進行過程

CBARAD Iの実績 

訓練とワークショップ: 28 
日本での研修: 1 
会議、対談、協議: 67 
技術支援訪問: 5 
Dagoy Caravan: 4 
活動の合計: 128	  
参加者数: 4,020 人

CBARAD IIの実績*

訓練とワークショップ: 77 
日本での研修: 2 
会議、対談、協議: 115 
技術支援訪問: 3 
KABALAKA Camps: 8 
活動の合計: 201 
参加者数: 9,238 人

リソースの獲得と
支援を得る 相談と基準評価 能力向上 制度の改変

*2017年1月現在
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CBARAD I

CBARAD Iは2012年~2015年にかけて、コミュニテ 
ィレベルの対応策及び災害への強靭性を高める
手段を洪水に弱い5つのバランガイで開発しまし
た。これらのバランガイはBalabago、 Buntatala、 
Calubihan、 Dungon AとSan Isidroです。

プロジェクト目標
イロイロ市においてコミュニティ防災力が強化さ
れ、災害時の被害縮小につながる

3つのコンポーネント
コンポーネント I: 
	 住民・行政双方がコミュニティにおける防災課 
	 題を理解する

コンポーネント II: 
	 パイロットコミュニティにおいて自主防災体制 
	 が構築される 

コンポーネント III:
	 行政とコミュニティの連携が強化される

上位目標
1.	 	 イロイロ市の住民が川のもたらすメリット・ 
		  デメリットを理解し、川と共生している
2.	 	 CIT YNETの他の会員都市に、イロイロ市の 
		  コミュニティ防災強化の事例が共 有され、 
		  波及している

CBARAD I

CBARAD I 開始 活動の実施 結果 

•	 コミュニティには川の生態系 
	 の知識が少ない
•	 コミュニティには災害時の対 
	 応に関する理解が少ない
•	 コミュニティメンバーへの防 
	 災教育の機会が限定的である
•	 コミュニティ向けのDRR資源 
	 が少ない
•	 不定期のコミュニティでの防 
	 災訓練
•	 市行政とコミュニティとの連 
	 携が少ない

•	 コミュニティへの説明会
•	 参加型の危険評価を通した 
	 ハザードマップの開発
•	 市行政とコミュニティの連携 
	 メカニズムの開発
•	 避難システムの開発
•	 情報とコミュニケーション教 
	 材および住民に向けた避難 
	 マニュアルの作成
•	 600超のDRR機材と誰でもが 
	 使える緊急トイレを災害時避 
	 難所となるバランガイホール 
	 に設置

•	 パイロットバランガイ住人の 
	 大半が川の動植物に慣れ親し 
	 むようになった
•	 大半の住民が災害予防策を 
	 とることができ、災害時の対 
	 応策を知っている
•	 よく練られたコミュニティ向 
	 け災害教育プログラム
•	 ターゲットコミュニティにあわ 
	 せた情報教育とコミュニケー 
	 ション及び様々な情報が記載 
	 された地図
•	 半年ごとのコミュニティ災害 
	 訓練
•	 市とコミュニティの定期的な 
	 会議と説明会
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日本からの学び
フェーズIの実施期間中、横浜は研修、ワークショ
ップ、日本での受入研 修、技術支援訪問の形で
支援を提供しました。これらの活動の目的はイロ
イロ市に技術と戦略を地域に適応させ、プログ
ラム・計画・運営方法を作成できるよう、日本の
DRRに関する知識と経験を共有し、また地域の
代表者に指導を行うことです。

主な結果
•	 災害時の活動戦略の構築とステークホルダー 
	 の役割の理解
•	 災害マニュアルへの優良事例の導入
•	 自治体との協力による、よりよい知識共有と更 
	 にまとまりのある災害への強じん性向上プログ 
	 ラムの構築
•	 パイロットバランガイの住民が、地域の洪水と 
	 災害の状況を理解する
•	 対象のバランガイでの災害スキームの構築

•	 各家庭と学校での健康と衛生に関する活動の 
	 強化
•	 BDRRMCメンバーのDRR訓練
•	 緊急事態に対し、適切かつ迅速に対応するた 
	 めの一次対応者訓練

CBARAD I

日本での研修 イロイロ市での技術訪問支援

参加者
•	 バランガイ長
•	 CDRRMO職員 

•	 バランガイ長とスタッフ
•	 CDRRMO
•	 プロジェクト関係者

日本の専門家

•	 横浜市消防局
•	 港北区役所
•	 NPO法人 鶴見川流域ネットワーキング
•	 日本河川・流域再生ネットワーク
•	 NPO法人 プラス・アーツ
•	 NPO法人雨水市民の会

•	 横浜市総務局危機管理室
•	 横浜市健康福祉局
•	 横浜市国際局
•	 NPO法人 鶴見川流域ネットワーキング
•	 NPO法人 プラス・アーツ

内容

•	 洪水、火災、地震のための災害管理
•	 緊急情報の発信
•	 コミュニティベースDRRおよび環境 
	 サステナビリティプログラム
•	 アクセスしやすい災害準備訓練

•	 避難訓練
•	 避難所運営
•	 避難マニュアルの開発
•	 健康と衛生に関する活動
•	 小川のプロファイリング
•	 河川の流域マッピング
•	 子ども向け防災教育と訓練
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CBARAD II

CBARAD II

CBARAD IIはCBARAD Iの範囲を広げ市内のすべ 
てのコミュニティを対象としました。CBARAD IIに 
よりイロ イロ 市 は 持 続 可 能 で 包 括 的 な D R R
活 動 を 開 発 し 、市 レ ベ ル の 災 害 準 備 を 向 上
し、CITYNETメンバーに知識を共有する機会を持
てました。

プロジェクト目標
イロイロ市内において、行政、社会的弱者（障害
者、高齢者、女性、子供など）や大学など各関係
者の連携が強化されることにより、イロイロ市の
防災能力が向上する。

3つのコンポーネント
コンポーネント I:
	 バランガイレベルの組織を含めイロイロ市の 
	 災害リスク軽減・管理事務所・委員会の防災 

CBARAD II 開始 活動の実施 結果 

•	 CDRRMOにシステム化された 
	 ガイダンスがない
•	 社会的弱者のDRR活動への参 
	 加が限定的
•	 複数の組織によるDRR活動 
	 組織間の連携の努力は少ない
•	 CDRRMCはDRRに対して受け 
	 身の対応しており、災害リスク 
	 の予防に関する政策やプログ 
	 ラムが少ない
•	 CDRRMOとCDRRMCの災害 
	 への対応はプログラム的で 
	 トップダウンである
•	 コミュニティは共同して災害対 
	 応を行う主体ではなく、受益 
	 者として扱われている
•	 CDRRMOとの組織的連携は弱 
	 く、他の市役所の組織とは分 
	 離され孤立している

•	 コンピテンシーおよび能力 
	 開発計画に基づいた訓練
•	 日本での危機管理、ステーク 
	 ホルダーと障がい者間の協 
	 力、治水管理に関する訓練
•	 活動地域への専門家の派遣
•	 DRR関連のデータに関するマ 
	 ネジメントシステムの開発 
•	 様々なセクターを巻き込んだ 
	 インクルーシブなDRR訓練と 
	 ワークショップ
•	 各セクター間の連携ワークシ 
	 ョップ
•	 行政と様々なグループの災害 
	 時の連携を支援する政策と手 
	 続きの開発
•	 貯水槽、救急車その他の災害 
	 対策用設備や道具の提供
•	 災害準備に関するIEC教材の 
	 印刷
•	 KABALAKAギャラリーの開設

•	 CDRRMOへのシステム化され 
	 たガイダンスの導入
•	 各セクターとのDRR連携ワー 
	 クショップと訓練の増加
•	 CDRRMCが、市の政策、計画 
	 およびプログラムのインク 
	 ル－シブで市民の 
	 権利を重視したDRRMを承認
•	 地域に根ざした災害対応に 
	 対する知識とスキル及び強靭 
	 性が、CDRRMCとCDRRMOの 
	 メンバー及び訓練されたバラ 
	 ンガイで強化
•	 CDRRMOの組織改革による、 
	 正規職員の増員と備品等の 
	 改善、災害への準備、被害の 
	 最小化、適応、対応、復旧、 
	 復興のバランスの取れた強化

	 力向上のための危機管理体制が強化される。
コンポーネント II: 
	 障害者など災害弱者になりうる社会的弱者を 
	 対 象とした、災害リスク管 理に関する対応が 
	 強化される。
コンポーネント III: 
	 防災・減災・応急 対応のため現地政 府、現地 
	 大学と地域の連携体制が強化される。
 
上位目標
1.	 	 イロイロ市における持続的な災害リスク軽減 
		  活動が継続的に発展し、自治体単位での防 
		  災力が強化される
2.		 イロイロ市を含むシティネットの他の会員都 
		  市において、防災能力向上にかかる情報共 
		  有が 強 化され 、各 都 市の防 災 能 力向 上に 
		  つながる
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CBARAD II

日本での学び
CBARADフェーズIIでは横浜市は訓練、ワークショ
ップ、研修訪問そして技術支援研修の形で技術支
援を継続しました。また、他の支援は横浜市立大
学、NPO法人プラス・アーツとNPO法人 鶴見川流
域ネットワーキングそして（株)ユニメーションシス
テム等により行われました。

日本での研修1 日本での研修2 技術支援訪問

研修参加者

•	 プロジェクト・コーディネ 
	 ーター
•	 コンポーネントIIとIIIの代 
	 表派遣団

•	 イロイロ市長
•	 CDRRMCメンバー

•	 DRRMO/CDRRMC、教育 
	 機関、プロジェクト関係者、 
	 社会保健福祉の専門家、 
	 EMS専門家、地域コミュニ 
	 ティメンバー、バランガイ長

専門家の所属

•	 横浜市総務局危機管理室
•	 横浜市健康福祉局
•	 横浜市道路局
•	 国土交通省京浜河川事 
	 務所
•	 横浜市立大学
•	 セーフティーネットプロジェ 
	 クト横浜
•	 NPO法人 鶴見川流域 
	 ネットワーキング
•	 DPI日本会議
•	 ワーク中川

•	 横浜市総務局危機管理室
•	 横浜市建築局
•	 横浜市環境創造局
•	 横浜市道路局
•	 横浜市都市整備局
•	 横浜市立大学
•	 (株)ユニメーション 
	 システム
•	 NPO法人プラス・アーツ

•	 横浜市総務局危機管理室
•	 横浜市消防局
•	 横浜市健康福祉局
•	 横浜市都市整備局
•	 横浜市立大学
•	 NPO法人プラス・アーツ
•	 横浜市社会福祉協議会
•	 (株)ユニメーション 
	 システム
•	 青葉防災ボランティア連 
	 絡会

内容

•	 災害時の障がい者の
•	 支援
•	 横浜市の治水管理
•	 横浜のEWS（早期警告シ 
	 ステム）およびコミュニケー 
	 ション
•	 開発計画へのコミュニティ 
	 の参加
•	 DRRMにおける、教育機関 
	 との連携

•	 横浜市のDRRとDRRM
•	 教育機関とコミュニティ間 
	 のDRR協力
•	 災害防止策へのコミュニ 
	 ティの参加
•	 インタラクティブなDRR教 
	 育センターのあり方の検討

•	 災害時の障がい者の支援
•	 コミュニティのDRR参加
•	 福祉教育プログラム
•	 避難方法の確立と洞察
•	 避難所運営
•	 救急搬送訓練
•	 火災の防止
•	 DRR教育
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CBARAD II

活動と結果
コンポーネントI
•	 バランガイレベルの組織を含めイロイロ市の 
	 災害リスク軽減・管理事務所・委員会の防災 
	 力向上のための危機管理体制が強化される。

どのように達成されたか: 

CBARAD II 開始 活動の実施 結果 

•	 CDRRMCメンバーの限定的な 
	 DRR理解と訓練
•	 DRRMに関する意思決定が参 
	 加型で行われていない。
•	 市民と行政のDRR能力を強化 
	 するための資源が少ない
•	 コミュニティには災害準備計 
	 画に関し役に立つ知識が 
	 少ない

•	 CDRRMCコンピテンシーおよ 
	 び開発計画に基づいた訓練の 
	 実施
•	 危機管理、関係者との連携、 
	 DRRに関する日本での研修
•	 活動地域への専門家の派遣、 
	 CDRRMOへの訓練とワーク 
	 ショップ、訓練と災害中の組 
	 織運営と管理
•	 日本のNGOや中小企業から 
	 製品や知見を得、社会的弱者 
	 やDRR関連の資材を生産する
•	 DRR関連のデータに関する 
	 マネジメントシステムの開発 
•	 CDRRMC/Oを支援しプログラ 
	 ムや事業の持続性を確保でき 
	 るようにする
•	 災害地図とリスクアセスメント 
	 についてのバランガイとの共 
	 同指導者研修

•	 CDRRMCメンバーへの定期的 
	 な訓練の実施とDRRへの深い 
	 理解
•	 様々な関係者を巻き込んだ 
	 DRRM計画と意思決定
•	 新しい早期警告システムツー 
	 ルを導入したことによる早期 
	 警告システムの改善
•	 数多くの条例と法律を通すこ 
	 とによりプロジェクトの持続 
	 性を確保
•	 革新的な情報教育とコミュニ 
	 ケーション資源を開発するこ 
	 とにより行政のコミュニティへ 
	 のDRR教育能力を強化
•	 災害準備計画と政策決定にお 
	 けるバランガイの能力強化
•	 他都市と共有し他都市でも実 
	 施できる、地域に根ざした災害 
	 準備とスキルに関する 
	 CDRRMC/Oの能力向上

サステナビリティ
•	 様々なバックグランウンドを持つ40人を超す 
	 CBARADファシリテーターの訓練。彼らによる 
	 コミュニティベースリスクアセスメントや 
	 KABALAKAキャンプへの協力
•	 28のバランガイへの コミュニティベースのDRRM 
	 の導入とリスク情報の入手可能化。そのことに 

	 よりBDRRM基金への投資計画やBDRRM計画 
	 のようなDRRに関する決定が将来は情報が知ら 
	 されたうえで決定される。
•	 将来のDRR活動の方向を示す8件の条例の制 
	 定と決議の採択
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CBARAD II

活動と結果
コンポーネントII
•	 障害者など災害弱者になりうる社会的弱者を 
	 対象とした、災害リスク管理に関する対応が強 
	 化される。
 

どのように達成されたか: 

CBARAD II 開始 活動の実施 結果 

•	 災害弱者のDRRへの限定的 
	 参加
•	 健常者のコミュニティメンバ 
	 ーたちは災害時の災害弱者の 
	 ニーズに対しほとんど関心を 
	 持たない
•	 DRR活動の計画と実施におい 
	 て市と災害弱者の話し合い 
	 と連携が少ない
•	 インクルーシブで権利ベース 
	 の情報教育とコミュニケーシ 
	 ョン資材の不足

•	 東日本大地震からの学びを用 
	 い、日本の障がい者関連組織 
	 から直接学ぶため、イロイロ 
	 市のPWD関連組織を日本に 
	 誘致し訓練する
•	 災害弱者、市の職員、市民 
	 およびボランティアを対象と 
	 した災害時及び災害後の理解 
	 と対応を目的とした訓練およ 
	 びワークショップのリソースパ 
	 ーソンとなる専門家の派遣 
•	 ビジネスセクター、教育機関、 
	 バランガイおよびほかの機関 
	 を対象としたDRRMトレーニン 
	 グとワークショップの実施
•	 インクルーシブな情報と 
	 コミュニケーション資材の草 
	 案を作成しCDRRMCに提出
•	 175のバランガイの災害弱者 
	 を対象にプロファイリングを 
	 実施

•	 DRRセミナー・訓練の参加者 
	 のうち1/3が災害弱者である
•	 インクルーシブなDRR活動 
	 がイロイロで行われるように 
	 なった
•	 災害弱者との連携の努力に 
	 よってイオンクルーシブで市民 
	 の側に立った情報教育とコミ 
	 ュニケーション資材が様々な 
	 セクターに配布された
•	 訓練を受けた市の職員やコミ 
	 ュニティメンバーが災害時の 
	 災害弱者のニーズを認識し 
	 支援することができる
•	 インクルーシブなDRRMプロ 
	 グラムの促進にあたり、災害 
	 弱者セクターが積極的なパー 
	 トナーとなる

サステナビリティ
•	 DRRをテーマとする作品制作コンテストを毎年 
	 実施することを通して、コミュニティメンバーた 
	 ちを革 新 的でインクルーシブな 情 報 教 育と 
	 コミュニケーション資材の開発に参加させた。



CBARAD プロジェクト - 要約版  11

CBARAD II

活動と結果
コンポーネントIII
•	 防災・減災・応急対応のため現地政 府、現地 
	 大学と地域の連携体制が強化される。

どのように達成されたか: 

CBARAD II 開始 活動の実施 結果 

•	 DRR活動における市との限定 
	 的な連携
•	 教育機関のメンバーに対する 
	 限定的なトレーニングと資源
•	 多くの子どもたちはDRR訓練 
	 に参加した経験がなく、災害 
	 防止策において限定的な知識 
	 しかない

•	 川沿いの組織及び住民が実 
	 践している活動の理解を高め 
	 るための日本での訓練と情報 
	 共有の実施
•	 地域の教育機関、コミュニ 
	 ティ、CDRRMO、OCD（市民防 
	 衛局）の連携訓練のリソース・ 
	 パーソンとして専門家を派遣
•	 DRRワークショップの共同開 
	 催と教育機関、コミュニティ、 
	 健康関係の局の訪問学習を日 
	 本及びフィリピンで実施
•	 KABALAKAキャンプでのIEC 

	 教材の開発及び初等・中等教 
	 育の教師及び小学生・高校生 
	 へのKABALAKAキャンプの 
	 実施
•	 様々なグループのDRR活動と 
	 行政のDRRプログラムの連携 
	 を推進するための政策と手続 
	 きの開発

•	 大半の教育機関と地方自治 
	 体の主要な人々はDRRM訓練 
	 を受けDRR教育活動をコミュ 
	 ニティ、学生たちそしてボラン 
	 ティアたちに対して実施。
•	 学校、コミュニティ、市民、宗 
	 教団体、NGOを市の、DRR 

	 活動と連携させるメカニズム
•	 教育機関と市の共同で、DRR 

	 関連の情報とコミュニケーシ 
	 ョン教材を開発

サステナビリティ
•	 様々な関係者との間で結ばれた多数のパート 
	 ナーシップ合意を通して、将来のDRRイニシア 
	 チブを様々な施策に反映

•	 公立・私立の教育機関がコミュニティのDRR活 
	 動に参加
•	 フィリピンで初の子ども中心のDRR教育セン 
	 ターをイロイロに設立
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